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第 5回東海自然歩道 。自然観察会
(山辺の道Ⅲ)に参カロして

塚本 彰

東海自然歩道・自然観察会に興味を持ちながら、今まで都合が悪くて参加できませんで

したが、今回始めて、山辺の道Ⅲに参カロさせて頂きました。

桜井駅に集合した33名の参加者の方々とマイクロパスで三輸駅近くまで移動し、酒の

神様である大神神社で初詣の後、長岳寺―石神神社―大埋駅までの l bkmを歩いてきまし

た。このコースは背景に三輸出、耳成山、畝傍山を配し、多くの歌碑があり、古代のロマ

ンに遊ぶ道とも言える。また、柿や柑橘類も生産され、特に収穫に適するように加工され

た柿の樹形は薬の無い季節でも始めて見る者にとつて惚れ惚れするものがある。

日園地帯を歩きながら、えも言われない艶やかななロウバイの花、ビナンカズラやクロ

ガネモチの赤い実、センダン白い実とその中に隠されている核の幾何学模様、ナンテンと

シヨナンテンの赤と自の実のコントラスト、ヤブミョウガの藍紫色の実、紋の模様のある

モンツキウマゴヤシ、などを皆様と一緒に観察したり、説明を受けたりした。メジロやエ

ナガなどの小鳥を観察したり、軒先きに吊り下げられている花ナスのドライプラフーを見

たりしながら歩いていると、何時のまにか石上神富に到達してしまった。

天候にも恵まれ、楽しい、充実した観察会であつた。参加せれている方々も、自然観察

に関して博学の方々が多く、気軽に尋ねるとその背景のことまでも教えて頂け、頼もしい

限りである。

この会は、本来奈良の方々の会合かもしれないが、他地域から参加するとt違つた驚き

や新鮮な発見があるのではないでしょう力、 下見や資料作りなど準備が大変な労力と思い

ますが、この会が永続的に発展することを念願してやみません。

■



新春講演会を了えて

川井 秀夫

松の内が明けた 1月 18日 .奈良文化会館において、県の支援を受け、当会の 1周年記念
講演会が開催されました。来場者 30名。講師に昆虫学会直翅類の権威である河合正人氏を

迎え、立派なレジニメ、スライ ドを交えた講演にあっという間の時間を過ごし、来場者と

新しい知識を共有し、有意義な講演であつたと思います。

なかでも、蝶の食物の棲み分け、植物との相互依存、特に植物の毒性酵素を分解する昆

虫の話、またそれを越える植物の生きる知恵との葛藤、昆虫達の成育生活環境になる植物

群、蝶と蛾の相違点等々、進化と言うか、共進と言うか、この小さな世界にも不思議な自然

の摂理と生命の連しさ、ミクロの観察眼を養う必要を痛感致しました
`

時間不足が否めず、講師との質疑応答が消化不足であつた事は残念でしたが、季節の訪

れを待つて、河合講師を迎え、野外での勉強会を企画したいと思つております。

当日ご来場の会員の皆さん、設営にお手伝い頂いた幹事諸氏に心からお礼申し上げます。

ありがとうございました。

香芝市  押元 誠

2月 1日 、先日来の雪の残る日の朝、我が家から双眼鏡を持って、いつもの場所をあるい

た。           |
玄関を出ると、さ0そくスズメがにぎやかに屋根や電線を飛びまわつていた。きっと巣
に適した場所を探しているのだろう。しばらく住宅街を歩く。空き地でツグミが頭をあげ

てこちらを見ている。ムクドリが 2羽電線に飛び立つ。

住宅街を出ると、田や畑に続いて雑木林が広がる。用水路からセグロセキ L/イ が飛び立

つ。畑で歩いているのはキジバ トだ。ハシボソガラスやヒヨドリが鳴きながら飛んでいく。

畦道を通つて雑本林に入る。メジロがせわしなく木の幹から枝へと飛び回つている。ホオ

ジロのさえずりが聞こえる。この冬初めてのさえずりだ。もう春が近いのかとうれしくな

つてくる。ウグイスはまだ地鳴きだ。

雑木林をぬけるとため池が見えてくる。冬の間、水を抜いているので水鳥は全然いない。

池の周りに沿つて歩くとアォジが飛び立つ。池を過ぎて、農家の前を通つて、神社へ向か

う。神社の横道を通ると、再び小さなため池がある。アオサギが飛び立って悠然と雑木林

を越えていく。モズが枯れ本から下を眺めている。



ため池を通り過ぎると広い田んぼに出る。畦道を通つて別の雑木林に向かう.ハ クセキ
レイが鳴きながら飛んでいく。クリが 3羽 白い鮮やかな羽を見せて逃げる。林と田の境の

畦道を歩く。放棄した田には雑草が枯れて残っている。シロハラが警戒音を発して林の中

へ走るように飛んでいく。地面で枯葉をひつくり返していたのは、ルリビタキだ。小さな

鳥が数羽、近くの雑草の中から遠くの上手の枯れ本にとまる。カシラダカだ。

だんだん高くなっていく田の終わりに、林に囲まれた小さなため池がある。このため池

は、人もあまり近づかず水鳥にとつては安心できる場所だ。音を立てないように堰堤を登

り、笹の間から顔だけ出して水面を見る。氷が一面に張つているが、カモたちが一箇所に

固まつて動き回つている所だけ水面が見られる。ハシビロガモが 8羽 ぐるぐる回つてシャ
ベルのような嘴でえさを食べている。他には、マガモも2羽、カルガモが 1011、 トモエ
ガモも2羽いる。一番近くのマガモが、不審な侵入者の存在に気づき一声鳴いた。その瞬

間、全てのカモが一斉に飛び立って、林の向こうへ去っていった。残つたのは、カイツブ

リ2羽だけになつた。

池を離れ、造成地跡を進む。この場所は、 10年以上前から雑木林を切り開き、その後
は放置されている場所だ。竹や笹が侵入し、雑草もはびこつている。冬枯れの雑草をかき

わけ進むと、小鳥たちが飛び出して逃げる。ホオジロが多い。違った鳥が飛び立ったので

よく見ると、ベニマシヨだ。ホオジロには悪いが、うれしくなつてくる。ちょうどよい石

があつたので腰をかけて一服する。静かだ。耳を澄ますと、様々な地鳴きが聞こえてくる。

じっとしていると、地鳴きはだんだん近くなり、姿も見えるようになる。

一服を終えて、再び歩き始める。大きな池が見えてくる。この池も氷が張つている。ス

コープを取り出して、水際を見る。池に覆いかぶさつた木の下は、氷も張つていないので

何か野鳥がいるはずだ。コガモが数11首を背に入れて眠つているのが見えた。カルガモが

4羽 ,カイツプリが 211いた。

池から、果樹園や墓地の横を通つて丘陵を越える道を進む。コグラが鳴きながら飛んで

いるのが見えた。ハシブ トガラスもいた。丘陵を越すと、古い集落が現れ、広い田に続く。

田から、たくさんのスズメが飛び立って電線に並んで止まつた。 100羽 以上の群れだ。田
の畦道を通つて葛下川の上手を歩く.カルガやモコガモがいる。コサギが忍び足で小魚を

狙つている。バンがせわしなく泳いでいる。川岸の雑草からジョウビタキが 1羽飛び出し

た。カフラヒワも数羽鳴きながら飛んでいく。川の対岸は開けた田が広がる。電柱を 1本

ずつ眺める。いたいたチョウゲンボウだ。電柱の先で羽づくろいをしている。毎年,冬に

なるとやつてくる。今年も会えてよかつた。もつとしつかり顔を見たくて、畦道をそつと

近づいた。メスだつた。あまりに近づきすぎたので彼女は仕方なく3本さきの電柱へ渋々飛

んでいった。再びり|は で戻る。足元からヒバリが飛び去った。

そろそろ、歩き疲れてきたので,丘陵の雑木林を越えて、別の道を家路につくことにす

る。帰り道もどんな野鳥に会えるか楽しみだ。

今日、回つた所は、特別に自然が豊かな場所でもない。ごく普通の里山である。大の散

歩やランニングをする人、つりの人、畑仕事をする人たちがいる。そんなごくありふれた

場所で 30種類以上の野鳥と出会 うことができた。これからも、たくさんの野鳥がすむ事
のできる環境を大切にしていきたいと思う。
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